
市 事業完了区間
L=390m（H9～H21）

本事業区間
L=112m

市 未着手区間

【事業名・事業箇所】

(都)原駅町沖線 県単独街路整備事業

沼津市原 地内

【事業の概要】

本路線は、沼津市西部に位置するJR原駅と原地区の住宅地を
南北に結ぶ道路幅員W=16m～17mの都市計画道路である。

本事業区間の原駅前の通りは、歩行者・自転車、バス、駅へ
の送迎車両等の交通量が多いにもかかわらず、林立する電柱に
より道路の有効幅員が狭まり、歩行者等の安全かつ円滑な交通
の妨げとなっている。

本事業は、無電柱化により安全で快適な通行空間の確保及び
都市景観の向上、安定したライフラインの実現を図るものです。

【事業計画】

事業延長 ：L=112m

計画幅員 ：16.0m～ 17.0m

全体事業費：約２億円

事業期間 ：令和２年度～令和８年度（予定）

【事業効果】

①歩行者の安全性向上、②都市景観の向上、

③ライフラインの安定性向上、

④情報通信ネットワークの信頼性向上

【事業実施状況】

令和２年度 電線共同溝工詳細設計、舗装工L=112m完了

令和３年４月 電線共同溝を整備すべき道路の指定告示

令和３年８月 電線共同溝工整備計画策定

令和３～５年度 電線共同溝工

【令和７年度事業費】

事業費（予定）：5百万円（県単）

事業内容：移設補償

【今後の予定】

令和７年度は、電線管理者が抜柱をするための工事に着手し
ます。抜柱後、県が歩道の舗装工事を実施します。
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